
フィンランド、ロヴァニエミ市にある 
「サンタクロース村」のサンタ
フィンランドの北極圏北東部、耳の形を
したコルヴァ・トゥントゥリ（耳・丘）に住み、
その大きな耳が世界中の子どもたちの願
いを聞くという（提供・サンタクロース村
オフィシャルサイト）

T・ナストのサンタ第 1号
「SANTA CLAUS IN CAMP」。星条旗デザインの衣装
を着たサンタの向こうには星条旗がたなびき、画面上
部には「U S」の文字が躍る。『ハーパーズ・ウィークリー』
1863年 1月 3日号より

聖ニコラウスのガラス絵
19世紀。フランスのアル
ザス地域。18～ 19世紀、
社会の混乱のなかでアル
ザス地域では宗教的ガラ
ス絵が人気を集めた

T・ナストのサンタ絵本
19世紀後半に人気を集
めたマクラフリン・ブラ
ザーズ社の絵本シリー
ズの 1冊。サンタは赤
茶色の毛皮コートを着
ている

の
ガ
ラ
ス
絵
や
ロ
シ
ア
正
教
の
イ
コ
ン
画
な
ど
に
も
さ
か
ん
に
描
か
れ
た
が
、
そ
の
多

く
は
赤
い
ガ
ウ
ン
を
着
て
い
る
。
わ
た
し
た
ち
が
思
い
描
く
サ
ン
タ
と
違
う
と
こ
ろ
は
、

で
っ
ぷ
り
と
太
っ
て
は
い
な
い
こ
と
、
手
に
司し

教き
ょ
う

杖じ
ょ
うを
持
っ
て
い
る
こ
と
、
塩
漬
け
肉

に
し
て
食
べ
よ
う
と
し
た
肉
屋
か
ら
助
け
た
三
人
の
子
ど
も
た
ち
が
足
元
の
桶お
け
の
な
か

に
立
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
だ
ろ
う
か
。

聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
が
赤
い
ガ
ウ
ン
を
着
る
こ
と
は
、
信
者
の
幸
福
の
た
め
に
自
分
が
流

す
血
を
あ
ら
わ
す
と
も
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
の
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
信
仰

サ
ン
タ
の
赤
は
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
色
か
？

サ
ン
タ
の
衣
装
に
関
し
て
は
、
今
も
「
赤
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
コ
カ
・
コ
ー
ラ
社
が
、

広
告
で
赤
い
サ
ン
タ
を
広
め
た
」
と
の
噂
を
信
じ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
。
ま
ず
は
、

「
サ
ン
タ
の
国
」
と
し
て
有
名
な
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
サ
ン
タ
を
見
て
み
よ
う
。
黒
い
ベ
ル

ト
や
靴
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
点
、
ま
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
民
族
衣
装
を
意
識
し
て

上
着
に
刺し

繍し
ゅ
うが
入
っ
て
い
る
点
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
に
お
馴な

染じ

み
の
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の

サ
ン
タ
と
は
少
し
違
う
印
象
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
で
も
基
本
的
に
は
ア
メ

リ
カ
ン
・
サ
ン
タ
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
サ
ン
タ
や
、
そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
人
ニ
コ
ラ
ウ
ス
は
、

コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
サ
ン
タ
よ
り
も
遥は
る
か
に
前
か
ら
、
赤
い
ガ
ウ
ン
を
着
た
姿
で
描
か
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

人
気
抜
群
の
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス

子
ど
も
の
守
護
聖
人
で
も
あ
る
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
一
二
月
六

日
（
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
の
日
）
に
、
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
る
。
古
く
か
ら

人
気
抜
群
の
聖
人
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
彫
像
が
つ
く
ら
れ
、
ア
ル
ザ
ス
地
域

に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
北
欧
（
ゲ
ル
マ
ン
）
神
話
の
オ
ー
デ
ィ
ン
（
ヴ
ォ
ー
ダ
ン
）

が
隠
れ
て
い
て
、
太
陽
の
運
行
を
つ
か
さ
ど
る
オ
ー
デ
ィ
ン
が
赤
い
マ
ン
ト
を
着
て
八

本
脚
の
神
馬
ス
レ
イ
プ
ニ
ー
ル
に
乗
る
こ
と
も
、
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
や
サ
ン
タ
の
赤
い
ガ
ウ

ン
に
つ
な
が
っ
て
い
る
（
く
わ
え
て
、サ
ン
タ
の
そ
り
を
曳ひ

く
ト
ナ
カ
イ
は
八
頭
で
あ
る
）。

赤
い
ガ
ウ
ン
は
星
条
旗
？

ア
メ
リ
カ
ン
・
サ
ン
タ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
移
民
た
ち
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
旧
名

ニ
ュ
ー
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
へ
も
た
ら
し
た
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
（
シ
ン
タ
ク
ラ
ー
ス
）
信

仰
か
ら
生
ま
れ
た
。
文
章
の
う
え
で
は
、
一
八
二
二
年
、
神
学
者
の
Ｃ
・
Ｃ
・
ム
ー
ア

（
一
七
七
九
〜
一
八
六
三
）
が
作
っ
た
と
さ
れ
る
一
篇ぺ
ん

の
詩
「
聖
ニ
コ
ラ
ス
の
訪
問
（A 

V
isit from

 St. N
icholas

、別
名
、Tw

as the N
ight before C

hristm
as

）」
が
始
ま
り
だ
が
、

こ
の
詩
に
は
数
多
く
の
有
名
な
画
家
た
ち
が
挿
絵
を
描
い
て
き
た
。
な
か
で
も
サ
ン
タ

の
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
的
に
し
た
の
が
、
共
和
党
を
ゾ
ウ
、
民
主
党
を
ロ
バ
で
描
い
た
こ

と
で
も
有
名
な
Ｔ
・
ナ
ス
ト
（
一
八
四
〇
〜
一
九
〇
二
）
で
あ
っ
た
。
彼
が
雑
誌
『
ハ
ー

パ
ー
ズ・ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』や
絵
本
に
描
き
続
け
た
サ
ン
タ
の
第
一
号（
一
八
六
三
年
）は
、

上
着
が
星
の
模
様
、
ズ
ボ
ン
は
ス
ト
ラ
イ
プ
模
様
の
、
星
条
旗
デ
ザ
イ
ン
の
衣
装
を

着
て
い
た
。
白
黒
の
絵
だ
が
、
星
条
旗
の
赤
色
が
意
識
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
カ

ラ
ー
刷
り
の
絵
本
な
ど
に
彼
が
描
い
た
サ
ン
タ
は
、
防
寒
用
だ
ろ
う
、
赤
茶
色
の
毛

皮
コ
ー
ト
が
多
い
。

ア
メ
リ
カ
の
「
制
服
」

ナ
ス
ト
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
大
混
乱
の
な
か
に
あ
っ
た
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア

ル
ザ
ス
地
域
に
生
ま
れ
、
六
歳
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
移
住
し
た
。
彼
に
と
っ
て
は
、
南

北
戦
争
で
分
裂
す
る
ア
メ
リ
カ
が
ひ
と
つ
の
国
家
へ
と
ま
と
ま
る
こ
と
が
悲
願
で

あ
っ
た
。『
ハ
ー
パ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
』
な
ど
を
舞
台
に
北
軍
の
正
義
を
訴
え
、

リ
ン
カ
ー
ン
や
グ
ラ
ン
ト
を
英
雄
へ
と
仕
立
て
あ
げ
た
。
そ
ん
な
ナ
ス
ト
が
描
い
た
サ

ン
タ
は
ア
メ
リ
カ
の
象
徴
で
あ
り
、
サ
ン
タ
の
赤
い
衣
装
は
ア
メ
リ
カ
と
い
う
新
し
い

国
の
「
制
服
」
だ
っ
た
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
サ
ン
タ
以
前
か
ら
。

葛く
ず

野の 

浩ひ
ろ

昭あ
き

　
立
教
大
学
教
授

街
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、
電
光
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
、
心
と
き
め
く
季
節
が
や
っ
て
き
た
。

サ
ン
タ
を
待
つ
子
な
ら
な
お
さ
ら
だ
。
サ
ン
タ
と
言
え
ば
、
あ
の
服
装
。

で
も
、
な
ぜ
？
　

誰
も
実
物
の
サ
ン
タ
さ
ん
に
会
っ
た
こ
と
は
な
い
は
ず
な
の
に
。

ア
メ
リ
カ
を
身
に
ま
と
っ
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

22   23    2014 年 12 月号


